
　京都には多くの大学が存在する。「京都学生広報部」は、中学生や高校生に向けて京都
での大学生活の魅力を発信する団体だ。2018 年問題（※ 1）を背景に、京都の大学への
進学者を増やしたいという思いから結成された。立命館大や京都女子大など京都市内の
12大学から集まった約 60人の部員が SNSやイベントを通じて京都を PRする。
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　同部は企画・編集、広報、総務の 3つのチー
ムにわかれてそれぞれの仕事をこなす。企画・編
集チームは中高生が興味をもちそうな京都に関す
る記事を執筆し、広報チームが SNS で記事の発
信や普段の活動の報告をしている。総務チームは
事務的な作業をはじめ、他のチームのサポートな
どさまざまな業務をこなす。各チームにはプロの
ウェブディレクターやクリエイターがメンター
（助言者）として配属されている。メンターは、
広報や企画について初心者も多い同部員のサポー
トを担う。
　広報チームのリーダーを務める田村桃花さん
（同志社女子大・1年）は、「京都は観光地として
のイメージが強く、大学進学を機に京都を離れる
人も多いが、逆に多くの中高生に大好きな京都に
来てほしい」と思い、入部したという。「活動を

するなかでさまざまなメディアに取り上げてもら
い、それを見た人が SNS をフォローしてくれる。
期待を裏切らないように活動していかないといけ
ないと思います」と話す。
　9月 1日に京都市役所にて結団式を終えたばか
り。現在は、10月 25 日に立命大で行われる、大
学での学びを紹介する「学びフォーラム」で高校
生向けに出展するブースの内容について考える
日々だ。また、10 月 1 日には公式ウェブサイト
もオープンし、さらなる情報を発信していく予定
だ。　　　　　　　　　　　（聞き手＝渡邉彩乃）

※ 1　2018 年問題＝ 2018 年頃から日本の 18歳
人口が減り始め、大学進学者の減少が予測される。
多くの大学で定員割れが起こることが懸念されて
いる。

▲過去に打ち上げられたOPUSAT（人工衛星）の試作機
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広報部の取り組み

ことし6月
・学生を募集

7月
・研修実施

8月

・ウェブサイトの構成
およびコンテンツの検討

・京都学生広報部創設

9月
・取材、記事作成開始

10月
・ウェブサイト立ち上げ
・情報発信開始

京都学生広報部未来の世代へ届ける思い


